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１．はじめに 

旋光現象を用いた演示実験の有用性を向上

させる目的で，著者らは身近な旋光性物質(シ

ョ糖等)を用いた演示実験における透過光強度

変化の予測や白色光透過色変化の再現などを

行ってきた(1)．実際に科学イベントなどで演示

を行う場合，水飴による旋光現象の観察は材料

の取扱いの面から有用である一方で，これまで

に著者らが作成してきた透過色の予測図では，

観察実験系との対応性の観点から，表示形式が

分かり難いという問題点を有していた。そこで

今回は，これまで使用してきた色変化予測の表

示形式を改善して，感覚的に分かりやすい表示

形式を実現し，利便性の向上を図った。 

２．透過色変化の表現方法の比較 

透過色予測は従来通りの予測方法で行った。

具体的には，まず市販の水飴（イオン(株)J329

トップバリュ国産原材料使用水飴）の旋光度を，

実際の測定を通して事前に求めた。次に，

Figure 1 の左に示すような観察系をジョーンズ

マトリクス式(2)で表現し，求めた水飴の旋光度

の数値を式に代入することで，Figure 1 の右に

示すような白色光透過色の予測を行った。 

 

 

 

 

 

 

Figure 1 に示す観察系では偏光板を回転させ

て色変化を観察するが，従来の予測表示方法で

は，回転角度の増加を長手方向に表現しており，

表示方法が観察手順と対応していない。そこで，

両者の関係をより分かりやすくするために，透

過色変化を円形に並べなおしたチャートを作

成した。また，偏光方向が 10°毎に変化するよ

うに偏光シートを貼りあわせて作製した円形

のシートを用いて，観察結果と予測表示とを対

応させた(3)。これにより，観察結果と透過光の

色変化の予測とがおおよその一致を示してい

ることが，容易に確認できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

３．まとめ 

今回の表示方法を用いることにより，本現象

を実験デモなどでより効果的に演示できるよ

うになったと考えている。今後は、実際の演示

実験の機会で，この表示方法を活用する予定で

ある。 
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Figure 1 左:観察実験系の模式図 右:透過色変化の 

予測チャート(上)と透過光測定結果の色表示画像(下) 

Figure 2 左:円形表示にした色変化の予測チャート

（矢印方向に相対角度増加） 右:作製した偏光

シート越しに観察した実際の透過光の色変化 
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